平成16年度文化振興に関する取組み

[一連の公立文化ホール活性化策] 
１　地域に根ざした芸術文化活動を推進するための事業

	１５年度

から継続
	地域の文化芸術を担う人づくり支援事業

ア　出前公演等開催事業(１５年度実績　２７件)
公立文化ホールに出演する芸術家が、学校や公民館等へ出向いて公演

イ　新進芸術家公演開催事業(１５年度実績　１９件)

県内で活躍する中堅・新進の芸術家が、文化施設や学校や公民館等において公演

	１６年度

新　　規
	企業メセナ文化ホール事業　(１６年度予定　７企画[県立３、市町村立４])
公立文化ホールが、企業の活力と資金を導入し、企業と連携して行う芸術文化公演。

一定数の高齢者、障害者、子ども等を無料招待する。なお、期待される効果は次のとおり

・ いろいろな県民層に、低料金で芸術文化の鑑賞機会を提供

・ 多様な芸術文化の担い手として企業の参加を促進

・ 公立文化ホールスタッフの能力アップ


２　県立文化ホール（県民、教文、高文、新文、オルビス）の利用サービス向上

	１５年度

から継続
	(1)施設使用料の減免

ア　子ども、高齢者、障害者が参加する文化芸術に関する行事　→　３割減免

イ　文化教室などの継続的な講座（年間２４回以上一括して利用）　→　１割減免

ウ　空きホールを活用した文化芸術に関する行事　→　３割減免

エ　空きホールを活用した練習などの文化芸術に関する活動　→　５割減免

(2)ホールにおける開館時間の延長

利用者のニーズに応じて、ホールの開館時間を延長する。

（午後９時→午後10時）

	１６年度

新　　規
	(1)全館の開館時間の延長　

利用者のニーズに応じて、全館の開館時間を延長する。

（午後９時→午後10時）

(2)会議室等の弾力的な料金設定　

　利用者にとって使いやすい利用時間区分を設定する。

（午前、午後、夜間、一日の区分貸し）→（３時間まで一定額、これを超える時間は１時間単位）

(3)付属設備使用料の引き下げ

　全国の状況を勘案し、ピアノ、マイク、ビデオプロジェクターの使用料を引き下げる。

（ピアノ→外国製２５％、日本製８％、マイク→２８％、ビデオプロジェクタ－→４６％の引下げ）

(4)冷暖房料金の廃止　
　特別なサービスとは言えない現在の社会状況を勘案し、冷暖房料金を廃止する。

（夏季、冬季の施設使用料について２０％の加算あり　→　廃止）


